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中学生対象



高知県土佐市とは

高知市に隣接する、
海、山、川がそろったコンパクトシティ

改良土佐節

土佐文旦

一本釣りうるめ

日本酒

四国霊場八十八カ所“清滝寺”

四国霊場八十八カ所“青龍寺”

人口 26,273人

何となく知っちゅうでね～♪

もし、自分たちがPRする時は
どうしたらえいがやろう？



令和４年度　高岡中学校校内ハローワーク講座一覧

講座番号 職業・事業所等 講師名

1
ＮＬＰプラクティショナー
あんま・マッサージ・指圧師・鍼
灸師

井上　夏美

2 スポーツジム経営
元気クラブ

小松　弘和

3 ファイティングドックス
野球選手

西川　洸

4 土佐市立市民図書館長 森　笑

5 土佐市議会議員 池　宗二郎

6 公務員（自衛官）
野口　大貴
森澤　謙太

7 土佐市消防署
消防士

小松　寛幸

8 土佐警察署
警察官

野根　実
宮本　結月

9 土佐幼稚園
教頭　村田　有子
主幹教諭　板原　香織

10 土佐市立土佐市民病院
看護師

山岡　将也

11 薬剤師　高岡薬局 有藤　佳正

12 訪問看護ステーションI Am 森岡　義治

13 （株）クオリティオブローカルラ
イフ土佐（ドラゴン広場）

小松　大修

14
株式会社　FULL　DESIGN
　　　　　　　（フル　デザイン）
デザイナー

森澤　良典

15 金子生花店 金子　恭子

16 日本画家 中村　達志

17 農業（文旦農家・こうちファー
ム）

森田　修平

18 サンプラザ 森田　孝志

校内ハローワーク

① 地域で働く人々の思いや願いから、仕事と中学校での学びとのつながりを理解し、中学校での学習の意義理解や必然性を
つかみ、生徒の内的動機を向上させる。

② 校内ハローワークの学習を通して学んだことを、中学校での学習や生活に積極的に生かそうとする主体的な態度を育てる。
③ 土佐市や高知県など、地域に存在する職業について学び、職業についての理解を深める。



今回の取組に至った経緯

理論
・あるものに対する、知識の深化
・深化により見えてきた課題や分析

例えば人口減少、高齢化、歴史、文化など無限に存在するもので、
大学等でも研究が盛んであり、
経営学で言うと、戦略・財務・会計・マーケティング組織などの理
論知識が存在している。

実践

・理論を理解したうえで、現実で問題解決を行う上での知識

どの分野でも必要となる行為であり、いずれ社会人になるのであ
れば、いつ経験しても良いものと認識

理論から実践 実践から理論

理論学習の授業

市内中学校

実践学習の機会

(現状と課題）
・売価ー仕入＝売上（利益）をわかり
やすく理解する説明や決まった
ワークシートがない。
・指導者は、理論に関する知識が不足し
ている方もいるため、中学生にどう指導
したらよいかわからない。
・単発の取組が多く、新たに実施する際も
１から構築するため指導者の負担が大
きい。
・取組した結果の課題や解決策が共有
できていない。等々



学生のみなさんに期待すること

①中学2年生が出店販売で使用する、教材づくりをお願いします。

なお、商材を取扱う「小売業」の教材を想定しています。

組織での役割 中学生には役割を設定（社長、仕入、会計、販売、宣伝等）を担う予定です。
東大生が考える、それぞれの立場で求められる活動などを言語化し、中学生
が理解できる教材を期待します。

マーケティング
オペレーション

「組織での役割」で設定したそれぞれの役割は、具体的にどう行動すれば、
お客様に製品やサービスをどのように提供し、売り上げを創ることができる
かについて言語化し、中学生が理解できる教材を期待します。

会計 特にお金の流れは重要だと考えており、「仕入、経費、売価、売上、利益」
の言葉の意味や、計算方法などについて言語化し、中学生が理解できる教材
を期待します。

その他 「組織での役割」「マーケティングオペレーション」「会計」以外で、欠か
せない活動がありましたら言語化し、中学生が理解できる教材を期待します。



②中学2年生を教える指導者は、地域の方を想定しています。

教材づくりと併せて、副読本(教材の解説）の作成もお願いし
ます。

土佐市公式キャラクター
とさごん

この取り組みを、生徒と地域と学校の新たなモデル事業として、
高知県内に発信したい！

学生のみなさんに期待すること

中学生と指導者が実施

イベント出店

地域の応援

商材、社会の仕組みが、より理解できる

東京大学 FSで考えた
教材の提供

実
施
後
、
振
り
返
り



2023年度東大FS 事業スケジュール(予定）

期間 内容 詳細

開催直前まで

2023年 6月上 オンラインワークショップ① スタッフ顔合わせ、教材の構成確認及び次回までの
宿題の共有

6月下 オンラインワークショップ② 教材の作成に向けた取組の共有及び
次回までの宿題の共有

8月上 オンラインワークショップ③ 教材の作成に向けた取組の共有及び
次回までの宿題の共有

8月下 オンラインワークショップ④ 教材の作成に向けた取組の共有及び
次回までの宿題の共有

9月下 オンラインワークショップ⑤ 教材実行に向けた指導者への支援（副読本について
意見交換）

12月 土佐市で行われるイベントへ出店

2024年 1月 オンラインワークショップ⑥ 出店後の振り返り

2月 報告会



子どもたちのやわらかい感性を、私たち大人
たちがつぶすことなく、未来を担う子どもたち
が、若竹のごとくしなやかに成長されることを
期待しています。

（「討論授業が中学校の授業を変える」 2015年発行 監修・編著者 竹内伸一 編者
土佐市から、土佐市長 板原啓文あとがきより抜粋）

皆さまのご支援、よろしくお願いします。


